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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

12
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

診
療
所
で
で
き
る
重
大
疾
患
の
見
分
け
方

12
月
度
生
涯
研
修

日
時　

12
月
５
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
徒
歩

５
分
）　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

講
師　

 

小
倉
孝
文
氏
（
堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科
口

腔
外
科
部
長
）　
　

定
員　

50
人

①
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
歯
科
口
腔
外
科
症
例
（
顎
関
節
突

起
骨
折
、
義
歯
誤
飲
、
咽
頭
熱
傷
）

②
医
科
・
歯
科
連
携
の
た
め
に 

（
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
、
抗

血
栓
療
法
）

急
性
期
病
院
に
お
け
る
医
科
・
歯
科
連
携
〜
堺
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
と
症
例
提
示
〜

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

日
時　

12
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午　
　

会
場　

 

茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
３
０
３
号
室
（
Ｊ
Ｒ
「
茨

木
」
駅
徒
歩
５
分
、
阪
急
「
茨
木
市
」
駅
徒
歩
８
分
）

講
師　

 

足
立
了
平
氏
（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口
腔
保

健
学
科
教
授
）　
　

会
費　

１
０
０
０
円

内
容　

 

①
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
②
口
腔
機
能
の
管
理
③
緊

急
時
の
対
応　
　

定
員　

80
人

※
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
限
定
。
受
講
者
に
修
了
証

を
発
行
し
ま
す

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
か
か
る

研
修
会

三
島
地
区日

時　

１
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階
７
０

１
号
室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

山
本
直
典
先
生
（
済
生
会
千
里
病
院
歯
科
口
腔
外
科

副
部
長
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

全
身
疾
患
と
歯
科
治
療
―
身
近
な
有
病
者
の
病
診
連

携
に
つ
い
て

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

日
時　

１
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

宇
治
田
竜
一
氏
（
協
会
経
税
部
員
・
大
阪
市
中
央
区

開
業
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料　

未
入
会
者
１
万
円

医
院
経
営
に
生
か
す
決
算
書
の
読
み
方　

税
務
だ
け

で
は
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
！
帳
簿
を
活
用
し
て
経
営
判
断

経
税
部　

院
長
経
営
セ
ミ
ナ
ー

南
海
本
線
堺
駅
前
に
あ
る
「
堺
市
戦

災
殉
難
之
地
」
碑
（
上
）　
　
　
　

神
明
神
社
の
炎
熱
で
ひ
び
割
れ
た
狛

犬
（
中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
陽
高
校
の
中
庭
に
あ
る
与
謝
野
晶

子
詩
碑「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
勿
れ
」

（
下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺
・
泉
州

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

最終回機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

空
襲
惨
禍

　

南
海
本
線
堺
駅
前
の
橋
の

た
も
と
に
「
堺
市
戦
災
殉
難

之
地
」
碑
が
あ
る
。
１
９
４

５
年
７
月
10
日
未
明
の
大
空

襲
で
は
、
周
辺
一
帯
で
最
も

多
く
の
死
傷
者
が
出
た
。
坂

村
真
民
の
詩
「
念
ず
れ
ば
花

ひ
ら
く
」
を
刻
む
碑
は
85
年

に
建
立
さ
れ
た
。
毎
年
７
月

戦
争
の
む
な
し
さ
を
胸
に
堺
を
歩
く

南
海
本
線

南
海
本
線

堺堺

南
海
高
野
線

南
海
高
野
線
堺東堺東

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

神明神社神明神社
泉陽高校泉陽高校

26

12

10
日
、
碑
の
前
で
平
和
を
祈

る
集
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。

堺
は
５
度
空
襲
を
受
け
て
い

る
が
、
７
月
10
日
が
最
も
す

さ
ま
じ
く
、
約
１
万
８
千
戸

が
全
焼
し
、
死
者
は
１
８
６

０
人
に
の
ぼ
っ
た
。
碑
の
前

の
内
川
に
は
旧
南
海
本
線
の

橋
脚
が
残
さ
れ
、
戦
災
前
の

線
路
跡
が
わ
か
る
。

　

こ
の
他
に
も
超
善
寺
（
堺

区
熊
野
町
東
５
丁
１
―
18
）

に
熊
野
学
区
戦
死
・
戦
災
死

者
追
悼
之
碑
、「
堺
大
空
襲

を
偲
び
平
和
を
祈
念
す
る

碑
」（
堺
区
甲
斐
町
西
３
）、

大
仙
公
園
の
堺
市
平
和
塔
な

ど
の
慰
霊
碑
が
あ
る
。

　

堺
駅
か
ら
南
へ
す
ぐ
の
神

明
神
社
（
堺
区
栄
橋
町
２
丁

１
―
22
）
の
玉
垣
に
は
、
戦

時
国
債
「
帝
国
国
債
」
寄
進

と
刻
む
も
の
が
あ
る
。
一
方

で
、
空
襲
の
炎
熱
で
ひ
び
割

れ
た
狛
犬
も
あ
り
、
対
照
的

に
戦
争
の
む
な
し
さ
を
伝
え

て
い
る
。

与
謝
野
晶
子
と

日
露
戦
争

　

泉
陽
高
校
の
中
庭
に
与
謝

野
晶
子
詩
碑
「
君
死
に
た
ま

ふ
こ
と
勿
れ
」
が
あ
る
。
日

露
戦
争
で
沸
き
立
つ
世
に
発

表
し
た
こ
の
反
戦
詩
の
副
題

は
「
旅
順
口
包
囲
軍
の
中
に

在
る
弟
を
歎
き
て
」。
詩
碑

は
71
年
、
創
立
70
周
年
記
念

に
同
窓
会
有
志
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
た
。
泉
陽
高
校
は
元

は
晶
子
が
学
ん
だ
堺
女
学

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
前
に
日

露
友
好
之
像
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
日
露
戦
争
の
ロ
シ
ア

兵
捕
虜
を
称
え
て
、
日
露
両

政
府
が
２
０
０
２
年
５
月
建

立
。
浜
寺
俘
虜
収
容
所
（
１

９
０
５
〜
06
年
）
は
こ
こ
か

ら
南
の
高
石
市
（
旧
高
石

村
）
の
海
岸
地
帯
に
あ
っ

た
。
日
露
戦
争
の
間
、
７
万

９
４
５
４
人
の
ロ
シ
ア
人
将

兵
が
捕
虜
に
な
っ
た
。
そ
の

う
ち
、
７
万
２
４
１
８
人
が

日
本
に
送
ら
れ
、
29
カ
所
の

俘
虜
（
捕
虜
）
収
容
所
に
入

れ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
高

石
村
（
現
在
の
高
石
市
）
に

設
置
さ
れ
た
浜
寺
俘
虜
収
容

所
は
最
大
で
、
一
番
多
い
時

で
２
万
８
０
０
０
人
を
収
容

し
た
と
い
う
。

校
。
晶
子
の
生
涯
と
作
品
を

紹
介
す
る
与
謝
野
晶
子
文
芸

館
が
、
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
堺
市
駅

前
の
市
立
文
化
館
に
あ
る
。

　

浜
寺
公
園
南
端
の
羽
衣
青

少
年
セ
ン
タ
ー
・
大
阪
国
際

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
我

が
国
に
お
い
て
、
口
腔
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
学
の
飛
躍
的
な
発

展
は
、
よ
り
安
全
・
確
実
な

施
術
を
可
能
に
し
、
欠
損
補

綴
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の

選
択
肢
を
大
き
く
拡
げ
た
。

し
か
し
加
齢
に
伴
う
様
々
な

疾
患
罹
患
割
合
の
増
加
や
、

経
済
的
・
社
会
的
背
景
か
ら

全
て
の
患
者
に
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
治
療
を
適
応
し
う
る
も
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
義
歯
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て

い
る
と
推
察
す
る
。
し
か

し
、〝
義
歯
は
難
し
い
〞
な

ど
の
理
由
に
よ
り
安
易
に
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
傾
き
、

結
果
と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
至

る
例
も
少
な
く
な
い
印
象
を

持
つ
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
隆
盛

の
中
、
演
者
は
、
多
く
の
高

齢
者
が
望
む
、
負
担
費
用
が

少
な
く
と
も
高
い
満
足
度
が

期
待
で
き
る
義
歯
作
製
に
も

力
を
注
い
で
き
た
。
先
人
達

に
よ
る
義
歯
製
作
法
の
基
本

を
守
り
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の

臨
床
経
験
を
加
味
し
た
義
歯

製
作
法
を
構
築
し
、
そ
の
吸

着
性
か
ら
〝
す
っ
ぽ
ん
〞
の

よ
う
に
一
度
食
ら
い
つ
い
た

ら
外
れ
な
い
「
す
っ
ぽ
ん
デ

ン
チ
ャ
ー
」
と
銘
打
つ
当
院

の
総
義
歯
は
こ
れ
ま
で
１
０

０
０
余
例
を
数
え
、
評
判
が

評
判
を
呼
ぶ
義
歯
と
ま
で
な

っ
た
。

　

保
険
診
療
範
囲
内
の
総
義

歯
と
言
え
ど
も
十
分
な
吸
着

が
得
ら
れ
、
リ
ン
ゴ
さ
え
も

丸
か
じ
り
が
可
能
で
あ
る
。

上
顎
総
義
歯
の
吸
着
は
当
然

と
し
、
特
に
下
顎
総
義
歯
難

症
例
に
対
す
る
吸
着
に
は
自

信
を
有
し
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
よ
り
義
歯
治
療
の
評
価
は

歯
科
医
で
は
な
く
、「
痛
く

な
い
」「
外
れ
な
い
」「
何
で

も
噛
め
る
」
な
ど
患
者
自
身

の
声
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

　

前
回
の
講
演
で
は
様
々
な

顎
堤
の
上
下
顎
無
歯
顎
症
例

に
つ
い
て
動
画
を
併
用
し
つ

つ
今
井
式
デ
ン
チ
ャ
ー
の
実

際
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き

た
。
本
講
演
で
は
、
実
践
編

と
し
て
そ
の
臨
床
術
式
を
術

者
の
立
場
に
立
ち
、
勘
所
を

可
能
な
限
り
詳
し
く
教
示
す

る
予
定
で
あ
る
。
今
一
度
総

義
歯
作
製
の
基
本
を
学
び
な

が
ら
吸
着
に
こ
だ
わ
っ
た
総

義
歯
作
製
に
関
す
る
一
連
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。
参
加
さ
れ
る
皆
様
に

と
っ
て
の
今
後
の
臨
床
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
ば
本
望

で
あ
る
。

　

参
考
ま
で
に
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
「
今
井
式
す
っ
ぽ

ん
デ
ン
チ
ャ
ー
」
を
検
索
す

る
と
、
演
者
の
総
義
歯
に
対

す
る
考
え
の
一
端
が
ご
理
解

頂
け
る
も
の
と
考
え
る
。

１月度生涯
研 修 抄 録

保
険
診
療
で
も
作
製
で
き
る
り
ん
ご
丸
か
じ
り
を
可
能
に
す
る
総
義
歯

〜
今
井
式
す
っ
ぽ
ん
デ
ン
チ
ャ
ー
実
践
編
〜

今
井
守
夫
（
千
葉
県
東
金
市
開
業
）

日
時　

２
０
１
６
年
１
月
31
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※ 
必
ず
事
前
に
協
会
事
務
局
（
℡
06
―
６
５
６
８
―
７
７

３
１
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

医院新聞のご案内医院新聞のご案内
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さんを結ぶコミュニケーション紙
です。ぜひご利用ください。
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３．年間1800件超の患者さんの声
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